
編集後記
　本号にはいつも以上に論文や研究ノートの投稿があいつぎました。力作をお寄せくださった
投稿者、難しい判断をお願いすることもあった査読者、担当委員の皆様にはあらためて御礼申
し上げます。
　さて、本誌にかかわる新たなできごとを二点。一つは、今年度から、本会第 5代会長、川又
正智先生の御遺族からいただいた寄付金をもとに、川又記念日本西アジア考古学会奨励賞が制
定されたことです。大会での発表や、本誌に掲載された論稿のうち、若手会員による優秀な作
品を表彰し、さらなる研究の進展を奨励しようとするものです。国際化をすすめる日本西アジ
ア考古学界ではありますが、日本に居を置く以上、正しい日本語で筋道だった長い論稿を書く
力を養うべく本会が尽力することは当然です。本誌が若手会員の研鑽の場として、いっそう活
用されることを願うものです。もちろん、若手の牽引には会員全体の協力が欠かせません。引
き続き、中堅、ベテラン諸氏にも積極的なご投稿によって本誌を魅力あるものにしていただけ
ますようお願いする次第です。
　もう一点、本号から、新しい試みとして学会主催行事の講演録の一部（パイオニアセミナー）、
大会での研究発表要旨も会誌に収録することにしました。研究論文の発表だけでなく、会の学
術活動を記録することも会誌の重要なミッションと考えます。より充実した誌面作りに向け、
今後も工夫を続けていく所存ですので、会員の皆様からも忌憚のないご意見、ご提言お寄せい
ただきたく思います。
� （西秋良宏）
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